
旧国立保健医療科学院（港区白金台四丁目）の内部。昭和13年厚生省公衆衛生院としてしゅん工

第15回
港 区

健康推進事業の取組と成果
〜「自分カルテ」による若年層への働きかけから在宅緩和ケア支援まで〜

港区では、区民に向けて「健康で心ゆたかに暮らすことのできる地域社会」を実現するために
さまざまな健康づくり推進事業に取り組んでいます。国の目標よりも10年早く達成した
高齢者の「8020運動」や、区民の健康保持に役立つ健康手帳「自分カルテ」の取組、

そしてがん患者やその家族が住み慣れた地域で在宅療養を受けられるようになる
「（仮称）みなと在宅緩和ケア支援センター」の取組は全国初の試みとして注目されています。

　
港
区
は
、
全
国
の
自
治
体
レ
ベ
ル
で
初
め

て
「
８
０
２
０
運
動
」（
80
歳
に
な
っ
て
も

20
本
以
上
自
分
の
歯
を
保
ち
ま
し
ょ
う
と
い

う
運
動
）
の
目
標
50
％
超
え
（
国
の
推
計
方

法
に
準
ず
る
）
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
度
末
現
在
の
８
０
２
０
達
成
状

況
は
全
国
平
均　
38
・
３
％
（
男
性
:
40
・

５
％　
女
性
:
36
・
５
％
「
平
成
23
年
歯
科

疾
患
実
態
調
査
」）
で
あ
る
の
に
対
し
、
港

区
民
は
61
・
２
％
（
男
性
:
60
・
７
％　
女

性
:
61
・
４
％
「
平
成
24
年
度
港
区
﹃
お
口

の
健
診
﹄」）
と
高
い
数
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
は
平
成
34
年
度
ま
で
に
50
％
ま
で
引
き
上

げ
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
区

で
は
公
益
社
団
法
人
東
京
都
港
区
芝
歯
科
医

師
会
、
公
益
社
団
法
人
東
京
都
港
区
麻
布
赤

坂
歯
科
医
師
会
の
協
力
の
も
と
、
全
国
の
自

治
体
に
先
駆
け
て
10
年
早
く
目
標
達
成
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
11
月
に
は
、
８
０
２
０
達
成
者

98
名
を
招
い
て
、
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
将
来
の
８
０
２
０
達
成
者
を
一
層

増
や
す
た
め
に
は
、
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期

ま
で
継
続
的
な
取
組
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、

区
民
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
し
た
歯
科

保
健
事
業
を
推
進
し
、
生
涯
誰
も
が
自
分
の

10
年
早
く「
８
０
２
０
達
成
者
」

国
の
目
標
達
成
へ
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と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。（
平
成
20
年
度

か
ら
23
年
度　
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健

指
導
実
績
報
告
書
）

健
康
手
帳
「
自
分
カ
ル
テ
」

　
こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
が
明
ら
か
と
な
っ

て
い
る
中
、
区
は
若
年
層
や
女
性
に
健
康
へ

の
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
新
た
な

取
組
と
し
て
健
康
手
帳
「
自
分
カ
ル
テ
」
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
手
帳
と
は
、
国
の
健
康
増
進
法
に
基

づ
き
、
特
定
健
診
や
保
健
指
導
の
記
録
を
記

載
し
健
康
管
理
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
市
町

村
が
特
定
健
康
診
査
が
始
ま
る
40
歳
以
上
の

住
民
に
交
付
す
る
も
の
で
す
。
区
内
で
も
１

万
３
０
０
０
人
が
日
頃
の
健
康
管
理
や
複
数

の
病
院
の
通
院
記
録
管
理
、
急
病
・
災
害
な

ど
の
備
え
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
図
り
、
23
区
で
初
め
て

若
年
層
向
け
の
情
報
も
こ
の
一
冊
に
網
羅
し

て
、「
自
分
カ
ル
テ
」
と
い
う
名
称
に
変
更

し
、
平
成
25
年
11
月
よ
り
20
歳
以
上
の
区
民

を
対
象
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
胎
児
か
ら
18
歳
ま
で
は
予
防
接
種
記
録
や

健
診
記
録
を
記
載
で
き
る
母
子
手
帳
が
あ
り

ま
す
が
、
区
で
は
、
20
歳
代
か
ら
活
用
で
き

る
健
康
手
帳
「
自
分
カ
ル
テ
」
を
も
と
に

「
40
歳
を
待
た
ず
に
、
区
民
が
若
い
と
き
か

歯
で
食
事
を
味
わ
い
、
会
話
を
楽
し
む
豊
か

な
生
活
を
送
る
こ
と
を
め
ざ
す
た
め
、
両
歯

科
医
師
会
が
主
催
す
る
子
ど
も
に
向
け
た
イ

ベ
ン
ト
「
お
口
の
健
康
フ
ェ
ス
タ
」
を
支
援

し
、
若
年
層
に
向
け
て
口
腔
の
健
康
維
持
増

進
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

若
年
層
や
女
性
の
健
康
問
題

「
お
口
の
健
診
」
や
「
８
０
２
０
運
動
」
と

い
っ
た
口
と
歯
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
取

組
は
、
区
が
平
成
21
年
度
か
ら
の
６
年
間
を

期
間
と
す
る
「
港
区
地
域
保
健
福
祉
計
画
」

の
一
つ
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
港
区
地
域
保
健
福
祉
計
画
」
で
は
、

多
岐
に
渡
っ
て
保
健
福
祉
施
策
の
推
進
を
図

る
健
康
推
進
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
健
康
推
進
を
図
る
上
で
特
に
注
目
さ
れ

て
い
る
若
年
層
の
生
活
習
慣
病
の
増
加
や
女

性
の
疾
患
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
区
で
は
、
平
成
15
年
度
に
策
定
し
た
「
健

康
み
な
と
21
」
に
関
し
て
意
識
調
査
を
３
回

実
施
し
ま
し
た
。
平
成
23
年
３
月
に
発
表
し

た
最
終
意
識
調
査
の
報
告
書
の
中
で
、
高
脂

血
症
や
脂
質
異
常
症
な
ど
の
患
者
数
が
増
加

傾
向
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
女
性
の
飲
酒
頻
度

の
高
さ
や
多
量
飲
酒
を
示
す
数
値
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。（
※
健
康

み
な
と
21
は
、
生
活
習
慣
病
の
増
加
な
ど
を

解
決
す
る
目
的
で
制
定
さ
れ
た
「
健
康
増
進

法
」
に
お
け
る
「
市
町
村
健
康
増
進
計
画
」

に
基
づ
く
港
区
健
康
づ
く
り
行
動
指
針
と
し

て
策
定
さ
れ
た
平
成
15
年
度
か
ら
22
年
度
ま

で
の
指
針
で
す
。）

　
ま
た
、
女
性
の
が
ん
罹
患
率
が
若
年
層
に

広
が
っ
て
い
る
問
題
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
昭
和
55
年
は
乳
が
ん
や
子
宮
頸
が
ん

罹
患
率
は
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
増
加

し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
20

年
を
み
る
と
若
年
層
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
罹
患
率
は
全
国
で
も
30
歳
代
・
40
歳

代
に
か
け
て
急
増
し
て
お
り
、
区
で
も
45
歳

か
ら
49
歳
で
人
口
10
万
人
あ
た
り
約
２
０
０

人
近
く
に
の
ぼ
り
ま
す
。
ま
た
、
子
宮
頸
が

ん
も
以
前
は
50
歳
以
上
に
多
か
っ
た
も
の
が
、

全
国
で
20
歳
代
・
30
歳
代
に
急
増
し
、
区
内

で
も
35
歳
か
ら
45
歳
に
罹
患
率
の
ピ
ー
ク
を

迎
え
る
な
ど
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
現
在
、生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
と
し
、40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
を
対
象
と
し
た
特
定
健
康

診
査
・
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
国
保
年
金
課
で
国
民
健
康
保
険

加
入
者
を
対
象
に
行
っ
た
特
定
健
診
の
結
果

を
見
る
と
、
糖
尿
病
に
該
当
す
る
人
が
男
女

と
も
40
歳
代
で
す
で
に
１
割
を
超
え
て
お
り
、

脂
質
異
常
が
３
割
近
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

男
性
は
肝
疾
患
の
割
合
も
高
く
、女
性
40
歳

代
で
は
貧
血
、
腎
機
能
障
害
の
割
合
が
高
い

対象者…20歳以上の人
回　数…年に２回
方　法…�問診・口腔内診査・歯周病検査

（だ液潜血）・咀
そ

嚼
しゃく

力検査（ガム
検査）・専用のレーダーチャート
による生活習慣改善動機付け支
援及び禁煙支援・保健指導

港区は、20歳以上の全ての区民を対象に、
毎年２回実施しています。

〜「8020」の達成を早めた取組、港区の『お口の健診』〜

（左）8020達成者表彰式の様子
（右）歯科医師会主催の「お口の健康フェスタ」も行われている

大
田
区

北

区

港

区

葛
飾
区

板
橋
区

世
田
谷
区

荒
川
区

新
宿
区

江
戸
川
区

練
馬
区

渋
谷
区

特
別
区
競
馬
組
合
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合
う
た
め
に
必
要
な
情
報
の
提
供
と
そ

の
家
族
を
支
援
し
て
い
き
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
を
め
ざ
し
て
在
宅
緩
和

ケ
ア
支
援
事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
す
で
に
平
成
25
年
度
は
、
容
態
急
変

時
等
の
病
床
確
保
、
家
族
交
流
事
業
、

専
門
家
に
よ
る
講
話
と
相
談
の
集
い
、

関
係
職
種
の
研
修
普
及
啓
発
、
港
区
在

宅
緩
和
ケ
ア
支
援
推
進
協
議
会
の
開
催
、

電
話
相
談
事
業
を
保
健
所
が
中
心
と
な

っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
が
ん
患
者
が
支
援
を
受
け
る
こ
と
で
、

苦
痛
や
悩
み
、障
害
を
乗
り
越
え
て
、住

み
慣
れ
た
環
境
で
自
分
ら
し
い
生
活
を

取
り
戻
す
た
め
に
、「
み
な
と
緩
和
ケ

ア
ダ
イ
ヤ
ル
」（
電
話
相
談
）、「
地
域

が
ん
サ
ロ
ン
」（
患
者
・
家
族
の
集
い
）、

「
容
態
急
変
時
・
レ
ス
パ
イ
ト
※
入
院

病
床
の
確
保
」
な
ど
の
複
合
的
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
が
ん
と
闘
う
区
民
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。（
※
レ
ス
パ
イ
ト
と
は

支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
て
い
る
間
、

介
護
を
し
て
い
る
家
族
な
ど
が
一
時
的
に
解

放
さ
れ
、休
息
を
と
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
）

　
実
際
に
、
相
談
電
話
の
内
容
で
は
、
緩
和

ケ
ア
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て
情
報
を
得
た
い

と
い
う
相
談
や
が
ん
の
再
発
、
セ
カ
ン
ド
オ

ピ
ニ
オ
ン
に
つ
い
て
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
民
間
病
院
と
連
携
し
容

態
急
変
時
や
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
の
病
床
確
保

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
を
介
し
て
委
託
先
と
な
る
東
京
都
認

定
が
ん
診
療
病
院
に
入
院
さ
せ
る
事
業
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
の
状
況
を
的
確
に
把

握
し
た
う
え
で
診
療
所
や
病
院
間
で
正
確
に

連
携
し
て
対
応
す
る
た
め
の
調
整
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
、
保
健
医
療
福
祉
の
専
門
家

と
区
民
参
画
に
よ
る
在
宅
緩
和
ケ
ア
の
協
議

　
配
布
が
始
ま
り
、
区
民
か
ら
は
「
他
の
自

治
体
で
は
見
た
こ
と
が
な
い
」「
良
い
物
が

出
来
た
」「
予
防
接
種
の
記
録
を
と
っ
て
い

る
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
、
反
響
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

自
治
体
で
初
の
緩
和
ケ
ア
事
業

　
生
涯
の
が
ん
罹
患
率
は
２
人
に
１
人
と
い

わ
れ
、
が
ん
患
者
の
多
く
は
、
診
断
さ
れ
た

時
か
ら
身
体
的
・
精
神
的
苦
痛
を
抱
え
、
家

族
に
と
っ
て
も
大
き
な
負
担
を
伴
い
ま
す
。

　

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
へ
の
調
査
で
は
、

が
ん
患
者
の
死
を
自
宅
で
看
取
っ
た
割
合
は
、

17
・
４
％
で
し
た
。
末
期
が
ん
の
場
合
、
最

後
は
自
宅
療
養
を
希
望
す
る
と
答
え
た
区
民

の
割
合
は
67
・
６
％
（
平
成
20
年
度
区
の
意

識
調
査
）
で
あ
り
、
区
民
が
考
え
る
理
想
と

現
実
に
は
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
在
宅
で
看
取
り
を
経
験
し
た
介
護
者
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
在
宅
で
の
看

取
り
に
満
足
し
て
い
る
一
方
、
精
神
的
、
身

体
的
不
調
や
喪
失
感
等
か
ら
、
看
取
り
後
、

心
が
重
く
な
っ
た
と
回
答
す
る
人
が
多
く
い

ま
す
。

　
区
で
は
が
ん
治
療
と
並
行
し
て
、
患
者
と

そ
の
家
族
の
苦
痛
の
軽
減
と
療
養
生
活
の
質

の
向
上
を
図
る
た
め
、
が
ん
に
な
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
場
所
で
自
分
ら
し
く
病
気
と
向
き

ら
自
分
の
健
康
状
態
を
記
録
す
る
こ
と
で
生

活
習
慣
を
振
り
返
り
、
自
分
自
身
の
健
康
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
」
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、30
歳
代
を
対
象
と
し
た
「
30（
さ

ん
ま
る
）健
診
」
や
、
女
性
を
対
象
と
し
た

20
歳
代
か
ら
の
子
宮
頸
が
ん
健
診
、
30
歳
代

か
ら
の
乳
が
ん
健
診
な
ど
の
情
報
を
掲
載
し

活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
区
民
の
健
康
づ
く

り
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

区の緩和ケア事業の取組で区民に向けた講演会を実施

健康手帳「自分カルテ」
　若年層から継続的に健康管理
できるよう工夫された内容だ

平成25年度より女性向けの健康講座も開始された
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東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
と
の
連
携
協
定
で

す
。
双
方
が
有
す
る
資
源
を
活
用
し
、
医
療
、

研
究
、教
育
、健
康
増
進
、産
業
振
興
、地
域
振

興
等
の
分
野
に
お
け
る
連
携
協
力
を
行
う
た

め
に
合
意
を
し
、
基
本
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
専
門
機
関
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る

こ
と
は
、「
み
な
と
緩
和
ケ
ア
ダ
イ
ヤ
ル
」

の
実
施
や
「（
仮
称
）
み
な
と
在
宅
緩
和
ケ

ア
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設
で
連
携
で
き
る

だ
け
で
は
な
く
、
今
後
は
、
区
立
中
学
校
へ

の
健
康
教
育
や
、
最
新
の
医
科
学
情
報
を
保

健
所
に
展
示
し
た
り
、
区
民
向
け
健
康
講
座

の
共
同
開
催
を
実
施
す
る
等
の
健
康
増
進
の

取
組
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
相
互
の
連
携・協
力
に
よ
っ
て
、今
後
の
区

の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
拡
充
や
東
京
大
学
医

科
学
研
究
所
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
区
民
に
生
か
し

た
取
組
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
が
描
く
健
康
事
業
の

将
来
展
望
に
つ
い
て

　
こ
の
よ
う
に
、
区
で
は
先
進
的
な
健
康
事

業
の
推
進
を
図
る
と
同
時
に
、
区
民
へ
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
平
成
26
年
度
は
、「
港
区
地
域

保
健
福
祉
計
画
」
の
計
画
期
間
の
最
終
年
度

に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
た
健
康
事

業
を
含
め
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、
健
康
格
差

会
の
実
施
な
ど
、
医
療
・
看
護
・
福
祉
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
核
と
な
り
、
区
民
の
在
宅
療

養
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
に
旧
国
立
保
健
医
療
科
学
院

（
平
成
21
年
３
月
、
財
務
省
よ
り
取
得
）
に

開
設
さ
れ
る
「（
仮
称
）
み
な
と
在
宅
緩
和

ケ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
が
ん
患
者
や

家
族
が
支
援
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
施
設

整
備
計
画
を
進
め
て
お
り
、
が
ん
を
患
っ
た

人
に
と
っ
て
安
心
し
て
住
む
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所

と
連
携
協
定
締
結

　
緩
和
ケ
ア
事
業
の
推
進
と
の
関
連
で
注
目

さ
れ
る
の
が
、
平
成
25
年
７
月
に
締
結
し
た

の
縮
小
に
向
け
て
い
く
と

同
時
に
、
計
画
の
中
で
数

値
目
標
を
掲
げ
て
い
る

「
区
民
の
生
活
習
慣
の
改

善
」「
母
子
保
健
の
推
進
」

「
口
と
歯
の
健
康
づ
く
り
」

「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
」

「
た
ば
こ
対
策
」「
地
域
の

健
康
づ
く
り
推
進
」
と
い

っ
た
健
康
づ
く
り
事
業
の

分
野
に
つ
い
て
も
目
標
の

達
成
を
め
ざ
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
平
成
26
年
末
に
は
介
護

予
防
事
業
と
関
連
し
て
、

介
護
予
防
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ラ
ク
っ
ち
ゃ
」
の
開
設

も
控
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
若
者
の
自
殺
対
策
や

障
害
者
の
た
め
の
口
腔
保

健
と
い
っ
た
分
野
に
至
る

ま
で
、
未
知
の
課
題
に
積

極
、
果
敢
に
取
り
組
ん
で

い
き
、
区
民
の
誰
も
が
安

全
、
安
心
で
快
適
に
過
ご

せ
る
よ
う
健
康
事
業
等
の

充
実
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

東京大学医科学研究所との連携協定締結で双方の持つノウハウを活用できる

中核を担うみなと保健所の外観。セ
ンターの開設も待たれるところだ

●調整機能
患者や家族が希望した場所での満足できる療養を実現さ
せるため、医療・看護・福祉のネットワークが十分機能
する体制を整備し、それぞれの施設と連絡調整する地域
緩和ケア支援のハブをめざします。

●交流機能
歴史を重ねた趣のある建物や緑豊かな環境を活用しなが
ら、患者や家族が心安らぎ寛いで懇談し、また複合施設
の利点を生かし、ホスピタリティにあふれたさまざまな
人々や次世代の子どもたちと気軽に交流できる明るく親
しみやすい憩いの広場をめざします。

●相談機能
患者や家族に寄り添い、その不安や疑問の解消につなが
る支援を行い、患者や家族ができる限り前向きに病に向
き合い、身体と心の苦痛を軽減できるよう、医療者・介

護者をはじめ、地域のさまざまな人材が協力・連携して、
患者・家族を支えていく支えあいの場をめざします。

●普及啓発機能
隣接している東京大学医科学研究所附属病院、区内の地
域がん診療連携拠点病院、東京都認定がん診療病院及び
在宅療養支援診療所等と適切に連携し、患者や家族が地
域の中でがんと闘い、がんに向き合えるよう、地域全て
の人が、がんを正しく知る地域のがん情報拠点をめざし
ます。

●人材育成登録機能
患者や家族、友人、そして彼らを支える地域の医師、歯
科医師、薬剤師、看護師、介護ヘルパー、リンパマッサ
ージ師、音楽療法士などさまざまな人材が、緩和ケアに
関わる知識を学び、技術を高める学びあいの場をめざし
ます。

センターの整備にあたり、「港区在宅緩和ケア基本方針〔改訂版〕」に示す在宅緩和ケア支援の目的を
達成するため、めざすべき施設の基本的考え方を５つの機能ごとに表すと、次のとおりです。

（仮称）みなと在宅緩和ケア支援センター整備の
基本的考え方緩和ケア事業
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